
日 曜日 中央 犀川 勝山
1 木     
2 金

3 土 　　　　①10:30～　②14:00～
4 日

5 月 休館日 休館日
6 火 休館日
7 水

8 木 　　　
9 金

10 土 　　　       　きのこの子  　　　①10:30～　②14:30～
11 日       
12 月 休館日 休館日
13 火 休館日
14 水 　　
15 木 　　　　　　　 　　　
16 金

17 土

18 日

19 月 休館日 休館日
20 火 休館日
21 水

22 木

23 金 　　  
24 土 　　　　おひさまの会 　　　　もこもこ
25 日

26 月 休館日 休館日
27 火 休館日

28 水

29 木

30 金

　11月の「今日は何の日？」 　手づくりを楽しもう   冬じたく

館内整理日

特設
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☆講座

「おりがみ教室」

11/11(日)  13：30～

いこいの里

大会議室



～小説～ 

■『緊張をコントロールして最高の結果を出す技

術』 石津貴代(著) すばる舎 ■『学校では教えて

くれない世界史の授業』 佐藤賢一(著)  PHP エデ

ィターズ・グループ ■『いま君に伝えたいお金

の話』 村上世彰(著) 幻冬舎 ■『こどもの糖尿病

と治療』 浦上達彦(編著) メディカ出版 ■『ごは

んのきほん』 有元葉子(著)  SB クリエイティブ 

■『るるぶ九州肉グルメ』 JTB パブリッシング 

■『稼げる！新農業ビジネスの始め方』 山下弘幸

(著) すばる舎 ■『気軽に楽しめるかわいい折り

紙アクセサリー』 宮本眞理子(著) 池田書店   

～その他～ 

『私が誰かわかりますか』谷川 直子(著)  

朝日新聞出版（2018）  

再婚相手の義父の介護を引き受けるこ

とになった桃子は、田舎町で世間体を

気にしながら奮闘する。その友人の恭

子も認知症の義父と同居し、ストレス

をためていた。介護を通して、老いや

死、人生について考えさせられる。[和] 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館員のおすすめ本 

■『死神刑事（デカ）』 大倉崇裕(著) 幻冬舎 ■『は

しからはしまで』 梶よう子(著) 新潮社 ■『思い出

が消えないうちに』 川口俊和(著) サンマーク出版 

■『人さらい』 翔田寛(著) 小学館 ■『TEN』 楡

周平(著) 小学館 ■『PIT 特殊心理捜査班・水無月玲』 

五十嵐貴久(著) 光文社 ■『大和維新』 植松三十里

(著) 新潮社 ■『アンドロメダの猫』 朱川湊人(著) 

双葉社 ■『青春は探花を志す』  篠原悠希 (著 ) 

KADOKAWA ■『ミスコン女王が殺された』 ジャ

ナ・デリオン(著) 東京創元社 ■『任務の終わり 

上・下』 スティーヴン・キング(著) 文藝春秋    

 

 

新 着 資 料 案 内 
図書館のホームページから新着資料の確認ができます。貸出中のもの、他館所蔵のものは、お近くの図書館 

まで取り寄せることもできます。 ホームページアドレス http://www.town.miyako.lg.jp/library/top.html 

『デニムさん』今関 信子（著）校正出版社（2018） 

         宮城県気仙沼市に縫製工場「オイカ

ワデニム」があります。ここのジーン

ズは東日本大震災の津波で地面に埋ま

っても、ミシン目が切れなかった世界

に誇る技術をもっています。社長及川

さんを取り巻く、気仙沼の人々の絆が

描かれた復興の物語です。[凛] 

 

 

 

 

『福岡県侵略的外来種リスト 2018』 

   福岡県環境部自然環境課 （2018）  

        この本を読みながら、「えーっ！こ

れ外来種なの？」の連続。皆さん

の外来種への固定観念が変わると

思います。生態系の保存のため

に、どんな外来種が生息するのか

を知っておきませんか？[台] 

 

『とびっきりのともだち』 

エイミー・ヘスト(文) エイミー・ベイツ(絵) 

落合 恵子(訳) BL 出版(2016) 

       愛犬を亡くした少年が、海辺で 1 匹

の仔犬と出会うところから始まる。喪失

感から抜け出せない少年に、そっと寄り

添う仔犬。いつしか、少年の心はゆっく

りと、ほどけていく…。 [はりねずみ] 

                                                           

 『万国菓子舗 お気に召すまま』 

溝口 智子（著）マイナビ出版 （2016） 

  博多の街に店を構えるお菓子屋

「お気に召すまま」。和洋問わずお菓

子なら何でも作る店主・荘介と接客

兼試食係のバイト・久美の２人で営

業中。おいしそうなお菓子に目移り

しちゃう、食欲の秋にぴったりのお

仕事小説。       [Ｍａ] 

『十五の夏 上・下』 

佐藤 優(著) 幻冬舎 (2018) 

今から 40年以上前の 1975年 15歳 

の少年がたった一人で東欧・ソ連を 

旅した 42日間の記録。現地での出来 

事、出会った人、食事などの詳細な 

記述は興味深く、上下巻あっという 

間に読むことができる。 [ま] 

 

 


